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昨
年
十
月
に
国
際
組
織
で
あ
る
ミ
ナ
ミ
マ
グ
ロ
保
存
機
構
（
Ｃ
Ｃ
Ｓ
Ｂ
Ｔ
）
が
、
今
年
か
ら
ミ
ナ
ミ
マ
グ
ロ
の
漁
獲
制
限

を
強
化
し
、
と
り
わ
け
日
本
へ
の
割
当
を
半
減
す
る
と
い
う
発
表
を
し
、
マ
グ
ロ
を
愛
好
す
る
日
本
で
は
相
当
の
話
題
に
な

っ
た
。
さ
ら
に
翌
月
に
は
大
西
洋
産
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
、
印
度
洋
産
の
メ
バ
チ
マ
グ
ロ
に
つ
い
て
も
漁
獲
制
限
の
強
化
が
発
表

さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
の
背
景
は
、
こ
れ
ら
の
魚
類
の
総
漁
獲
量
が
急
速
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
太
平
洋
産
の
マ
グ
ロ
に
つ
い
て
は
、

一
九
五
〇
年
代
に
は
二
五
万
ト
ン
程
度
の
漁
獲
で
あ
っ
た
が
、
最
近
で
は
二
八
〇
万
ト
ン
に
な
り
、
五
〇
年
間
で
一
〇
倍
以

上
に
増
大
し
て
い
る
。
印
度
洋
産
に
つ
い
て
も
一
〇
万
ト
ン
程
度
か
ら
一
〇
〇
万
ト
ン
と
な
っ
て
、
や
は
り
一
〇
倍
程
増
加

し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
大
量
に
乱
獲
す
れ
ば
、
当
然
、
資
源
が
枯
渇
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。 

 

実
際
、
大
西
洋
産
の
マ
グ
ロ
は
一
九
九
〇
年
頃
に
頂
点
と
な
り
、
以
後
は
減
少
し
て
い
る
し
、
メ
バ
チ
マ
グ
ロ
は
八
〇
年

代
中
頃
か
ら
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
や
ミ
ナ
ミ
マ
グ
ロ
は
七
〇
年
代
か
ら
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
背
景
も
あ
り
、
国
際
自
然

保
護
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
は
世
界
全
域
の
ミ
ナ
ミ
マ
グ
ロ
、
西
大
西
洋
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
、
南
大
西
洋
の
ビ
ン
ナ
ガ
マ
グ
ロ
を
、

近
々
絶
滅
危
機
が
予
想
さ
れ
る
絶
滅
危
惧
Ｉ
Ａ
と
い
う
種
別
に
分
類
し
、
一
部
の
国
々
は
国
際
取
引
を
禁
止
す
る
ワ
シ
ン
ト

ン
条
約
に
掲
載
し
よ
う
と
し
て
い
る
。 

 

そ
の
よ
う
な
動
向
を
反
映
し
て
登
場
し
た
の
が
Ｍ
Ｓ
Ｃ
（
マ
リ
ン
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
）
と
い
う
Ｎ

Ｐ
Ｏ
組
織
で
、
海
洋
管
理
協
議
機
構
と
翻
訳
さ
れ
る
。
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
は
航
空
機
内
で
乗
客
の
世
話
を
す
る
乗
員
と
同
様
、

管
理
す
る
と
か
統
制
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
具
体
活
動
と
し
て
は
、
適
性
に
管
理
さ
れ
た
漁
業
を
実
施
し
て
い
る
漁
業

組
合
な
ど
の
組
織
を
認
証
し
、
そ
の
組
織
の
産
物
に
は
Ｍ
Ｓ
Ｃ
の
ラ
ベ
ル
を
貼
付
し
、
消
費
者
側
が
識
別
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。 

 

適
正
な
管
理
と
は
、
過
剰
な
漁
獲
に
よ
っ
て
資
源
を
枯
渇
さ
せ
な
い
、
漁
場
と
な
る
海
洋
の
生
態
を
維
持
す
る
、
国
際
・

国
内
・
地
域
の
規
則
を
遵
守
し
た
漁
業
を
す
る
な
ど
で
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
西
岸
の
イ
セ
エ
ビ
、
イ
ギ
リ
ス
の
テ
ー
ム

ズ
河
口
の
ニ
シ
ン
を
嚆
矢
と
し
て
、
現
在
で
は
世
界
各
地
の
三
五
〇
以
上
の
魚
介
と
そ
の
加
工
産
品
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
、
昨
年
、
京
都
府
機
船
底
引
網
漁
業
連
合
会
が
申
請
し
、
現
在
、
審
査
の
最
終
段
階
に
な
っ
て
い
る
の
が
最
初
で

あ
る
。 

 

こ
の
制
度
が
参
考
に
し
て
い
る
の
が
Ｆ
Ｓ
Ｃ
（
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
カ
ウ
ン
シ
ル
：
森
林
管
理
協
議

機
構
）
と
い
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
組
織
で
あ
る
。
森
林
環
境
の
保
全
に
配
慮
し
て
い
る
、
地
域
社
会
の
利
益
を
考
慮
し
て
い
る
、
経
済

活
動
と
し
て
持
続
可
能
で
あ
る
と
い
う
条
件
を
満
足
し
て
い
る
林
業
組
織
を
認
定
し
、
そ
こ
が
産
出
す
る
木
材
な
ど
の
製
品

に
は
Ｆ
Ｓ
Ｃ
の
ラ
ベ
ル
を
貼
付
し
て
、
環
境
問
題
に
意
識
の
あ
る
人
々
が
購
入
す
る
と
い
う
仕
組
で
あ
る
。 

 

日
本
は
世
界
の
総
水
産
物
の
一
三
％
を
消
費
し
、
世
界
の
水
産
物
貿
易
量
の
一
八
％
を
輸
入
し
て
い
る
。
マ
グ
ロ
に
限
定

す
れ
ば
、
世
界
の
マ
グ
ロ
漁
獲
の
二
八
％
を
消
費
し
、
も
っ
と
も
美
味
と
い
わ
れ
る
ミ
ナ
ミ
マ
グ
ロ
は
ほ
ぼ
全
量
、
ク
ロ
マ

グ
ロ
は
八
〇
％
を
消
費
し
て
い
る
。
木
材
に
つ
い
て
も
、
日
本
で
消
費
さ
れ
る
丸
太
の
五
〇
％
、
製
紙
原
料
で
あ
る
木
材
チ

ッ
プ
な
ど
は
八
〇
％
を
海
外
か
ら
輸
入
し
て
い
る
。
そ
し
て
周
知
の
よ
う
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
九
六
％
、
食
糧
の
六
〇
％

も
海
外
に
依
存
し
て
い
る
。 

 

こ
の
状
況
は
二
大
問
題
を
内
包
し
て
い
る
。
第
一
は
資
源
安
全
保
障
で
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
や
食
糧
に
つ
い
て
は
戦

略
が
立
案
さ
れ
て
い
る
が
、
水
産
物
類
や
木
材
に
つ
い
て
は
議
論
が
希
薄
で
あ
る
。
第
二
は
環
境
問
題
で
あ
る
。
南
洋
や
シ

ベ
リ
ア
で
の
木
材
伐
採
で
も
、
海
洋
で
の
乱
獲
で
も
、
日
本
へ
の
非
難
は
増
大
し
て
い
る
。
Ｆ
Ｓ
Ｃ
や
Ｍ
Ｓ
Ｃ
の
よ
う
な
活

動
を
日
本
か
ら
誕
生
さ
せ
る
意
識
が
必
要
で
あ
る
。 


